
２００９年２月２２日主日礼拝       
 

司  会            ①森屋幹兄                                                                                                      ②山本師                                                                                             ③中村勝兄     

奏  楽 

祈  祷                  ①石橋兄                   ②高木師          

賛  美   聖歌４３０番   （ヨハネ３の１６・７００番） 

                         （主の愛が今・私を包む） 

十  戒                                （出エジプト記２０章１～１７節） 

 

             聖  書            ①                                                   ヨハネによる福音書１７章１～５節 

                                                                                  ②③ マルコによる福音書２章１～１２節 

音  楽     アサリオン 

 

メッセージ                  ①                                            ｢イエス様の祈り｣ 小崎淳広副牧師   

             ②③                                                                            ｢つぎはぎ遺 産 ｣ 大川従道牧師 

         （Patchwork Heritage） 

賛  美   「いかにけがれたる」 （７０１・献金） 

主の祈り  

祝  祷                          

 

【大和ニュース】  

・ シャローム館裏の１５０坪取得の為に、尊いご協力を心から感謝します。今週半ば 
に登記手続きは終了します。建物のアイディアを募集中です。 

・ 本日、洗礼準備会（９時）、アブラハム会、モーセ会、役員会（２時）あり。 
・ Ｊ．ＰＬＵＳは、青年、学生、ヤングチャペルそれぞれのプログラム。昼食から。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！説教は山本土生夫伝道師。山本師ご夫妻は､３月２９日 

から愛知県の瀬戸教会の担当教師として派遣される予定です。お祈り下さい。 
・ 福音礼拝は､火曜昼２時半。今週はビデオ礼拝。 
・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は坪井永城副牧師。 
・ 英語礼拝は、土曜夜６時５０分。説教はＷ．Ｃｏｒｄｅｉｒｏ師。（Ｖ・字幕あり） 
・ 来週の第３礼拝は伝道礼拝。説教は福澤満雄先生。お誘い合せて御参集下さい。 
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石の枕  

 
 私の親友のジョークのような深イイ話です。 
 今から４０年も前のこと、当時、彼は（今は埼玉県の K 教会の牧師）盛岡で 
働きながら自給開拓伝道をしておられました。ある日、勤め先の会社の所長が､ 
「高橋君、噂によると婚約者が居るそうだが、どんなタイプの人かね」と聞 
いてきました。彼は「小柄で髪が短く････」と言い掛けると「バカ！そんな 
こと言われても分かるか、例えば、芸能人か誰か、良く知られている人を例に 
挙げ、あんなタイプの人だと言えば一言でイメージ出来るだろう」と言われて、 
成る程と思った。 
 そこで、彼は言いました。「オードリー・ヘプバーンのようなタイプかな！」 
と。すると「バカ！日本人であんな顔の人間はおらん。まぁ、よくも、いけし 
ゃあしゃあとぬかしやがって。オードリー・ヘプバーンだと！もしかしたら、 
トラックに踏みつぶされた大通り（オードリー）のコッペパンみたいな顔して 
んじゃないの」と、からかわれてしまった。（彼は４０年前からの友人ですか 
ら、名誉のために誤解を恐れず弁解しておきます。奥さんは確かにヘプバーン 
に似ていると思います。しかし、そっくりではありません。） 
 
 さて、クリスチャンにとって忘れてはならないもう一人のヘプバーンが居ま 
す。今から丁度１５０年前、１８５９年（安政６年）に来日した米国の宣教師 
James Curｔis Hepbur n です。幕末期動乱の日本に福音を携えてやってきてく
れました。横浜の成仏寺に居をかまえ、無料で、外科、内科、専門は眼科の医 
療宣教師として、イエス様の福音を身をもって立証してくれました。 
 名前も日本人に親しく呼んでもらおうと、自分の名を漢訳し「平文」とし、 
「ヘボン」と言われるようになりました。しかし、そのお働きは「ヘボン（平 
凡）」でなく「ヒボン（非凡）」でした。日本最初の和英辞典を完成させ、そ 
れに用いたローマ字の綴りは、いわゆる「ヘボン式ローマ字」と言われるよう 
になり有名ですね。ヘボン博士夫妻は明治学院やフェリス女学院の創立者でも 
あります。今年は、「日本プロテスタント宣教１５０周年」を迎え、あちこちで記念 
大会があります。その実行委員長の１人に大川牧師が選ばれています。どうぞ、 
この大仕事の責任を全うできるようにお祈りください。 

（今週、１５０坪の登記がなされます。Ｐ．Ｔ．Ｌ！） 

 

 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：マルコ４章～８章 B コース：民数記７章～２５章 

  ・       ・           ・ 


